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第２６回佐世保市子ども・子育て会議 議事録（要約版）案 

 

日時：令和５年１０月１９日（木）１９時００分～２０時２０分 

場所：佐世保市市役所 本庁舎５階「庁議室」 

議事（１）第２期新させぼっ子未来プランの推進について 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

・私立保育所・幼稚園等運営事業のうち、「拡充内容・

事業効果」の項目に、保育園・幼稚園各１施設が、老

朽化に伴う整備をされることとなっている。 

両施設とも、整備に伴い定員を増員されているが、この

ような施設改修を行う場合、定員増は、絶対条件なの

か。子どもの数は減少してきている状況にある中で、定

員が必須であると、各施設において建替えを行う際に、

対応が困難となるところも出てくるのではないかと思う。 

 

・こども家庭庁のスローガンとして「こどもまんなか」であ

り、子どもの声を聞くという記載があった。 

また、今回から子ども・若者の意見を聞くということで、

新たに大学生が委員に就任されたということだが、その

他に、子どもの声を聞く方法として、どのような考えがあ

るのか。 

 

 

・佐世保市教育委員会においても、教育振興基本計画

について、次期計画を策定する作業が進められてい

る。１２月には策定されるとの話を受けているが、こども

大綱の提示が後にずれ込んでいるということであれば、

こども大綱の内容を教育振興基本計画に反映させるた

めには、日程を後ろにずらさないといけないのではない

か。 

・定員増は、必須事項ではないが、特に保育の部分

の定員が不足する見込みがある地域などは、保育

所の保育部分の定員の増は必要と考えている。 

施設改修に関する申請に対して、施設を選定する

際に、評価項目に対して点数化しており、定員増が

あれば、加点されることとはなるが、必須条件では

ない。 

 

 

・年内にこども大綱が示されることとなっており、ガイド

ラインとなるものが提示されるものと想定している。 

ガイドラインが示されればそれに従う必要があると考

えているが、提示されないとしても、手法としては、

子どもを対象として会議を開催する、又は、アンケ

ートを行うなど、今後検討していきたいと考えてい

る。 

 

・教育委員会事務局に伝達し、整理したい。・ 

 

 

 

 

 

議事（２）分科会の設置及び分科会委員の選任について 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

・ファミリーサポートセンター運営委託事業者選定分科会

の設置及び委員の選任について了承 

 

 

議事（３）その他 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

 

 

・本日の議事録については、取りまとめの上、送付す

る。 

・分科会委員の選任や次回の子ども・子育て会議の

日程調整については、改めてお知らせしていく。 

 


